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 山口県東南部の瀬戸内海に位置する周防大島を訪れたのは、2015年 9月初旬のことで, 
早や 1年余になる。 
2015 年 9 月 7-9 日の 3 日間、名古屋学院大学の産業・地域システム研究会の 3 名（児島
完二、佐々木健吾、十名直喜）で周防大島に出かけ、産業・地域調査を行った。 
アポは、9月 8日 10-11時の企画政策課でのヒアリング、15時 30分からのジャム屋社長
へのヒアリングの 2 つだけであった。当初は、調査が捗るかどうか不安もあったが、杞憂
と化す。9 月 7 日午後から 9 月 9 日 16 時ごろまでの 2 日半、いろいろな現場見学・聞き取
りも次々と入り、充実した高密度な日程を満喫することができた1。 
                                                   
1 なお、2 日半にわたる見学調査の足取りは、以下の通りである。 








































                                                                                                                                                     
 ②③⑤では、1 時間から 1 時間半にわたるヒアリング・見学を行い、④で 11 冊、⑤で 3
冊の本を購入した。 




2 宮本常一[1963]「ご一新のあとがき」『宮本常一』筑摩書房、2008 年。 
6 
 狭い海峡（瀬戸）に架けられた大島大橋は、全長 1,020 メートルと短いが、その下には




















 久賀町には「精忠不朽の碑」が立っている。幕末の第 2 次長州征討では、大島口の戦い
（1866 年 9 月）において、多くの犠牲者を出しながら島を取り戻す武勲を立てたことを記
念する碑である。 









































                                                   
3 宮本常一[1963]、前掲書。 
区分 年 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010
田 a 75,509 48,490 41,539 35,739 29,847 25,232 15,309 13,816 11,511
樹園地 a 239,800 258,030 234,295 198,254 159,407 130,231 91,468 81,879 60,508
コメ生産量 t 2,329 1,821 1,354 1,484 1,209 1,168 869 730 664
柑橘生産量 t 48,362 69,684 51,063 47,221 31,080 21,329 13,548 13,600






























区分 年 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010
人 11,457 9,914 8,202 7,167 6,654 5,095 4,523 3,080 2,815 1,917
％ 55.4 50.5 46.7 42.6 43.1 37.8 36.1 29.1 28.9 24.9
人 2,606 2,992 3,020 3,293 2,897 2,773 2,391 2,014 1,641 1,190
％ 12.6 15.3 17.2 19.6 18.8 20.6 19.1 19.1 16.9 15.4
人 6,612 6,713 6,356 6,345 5,885 5,625 5,629 5,478 5,270 4,596
％ 32 34.2 36.2 37.8 38.1 41.7 44.9 51.8 54.2 59.7











2015 年の数値では、人口 17,871 人、14 歳未満 6.9％、65 歳以上（＝高齢化率）50.6％
である。小学校は 11 校・児童数 489人、中学校は 5校・生徒数 282人、高校は 1校（周防
大島高校）、高等専門学校 1校（大島商船高専）となっている。 
人口推移をみると、5万人弱（1960年 49,739 人）から 3万人弱（1985年 29,749人）へ、
さらに 2万人弱（2010年 19,084人）へと下降線を辿るも、そのカーブは緩やかになってい
る。産業別人口の構成推移をみると、1965 年から 2010 年の間に、第 1 次産業は 55.4％→












食べられるようになって、島の人口は爆発的に増え、1737年 15,033人から 1842年 55,012





























 長州大工は、明治維新の 20年ほど前から急に増え、明治の初めから 20年代までの間に、
高知県内だけでも 300 人は来ていたと推定される。東和地区辺りでは、大正時代まで小学
校を卒業した男子の 8割くらいが大工になったといわれている7。 




























した官約移民は全国 2万 9千人に上り、移民船は 26回にわたった。その 4分の 3は、広島
県（1.1万人）、山口県（1万人）からで、旧大島郡出身が 4千人弱（全体の 13.5%）を占め






















 3 年間契約を終えると、その 6 割が帰国、1 割は死に、1 割はハワイに残り、1 割は米国
本土に渡った。契約は前払いで、3年で帰国すると田んぼが残ったという。戻ってきた移民
                                                   






































































                                                   
10 益田勝実[2006]『説話文学と絵巻ほか 益田勝実の仕事 1』ちくま学芸文庫。 
11 佐野眞一[1996]『旅する巨人―宮本常一と渋沢敬三』文芸春秋。 
12 宮本常一[2008]、前掲書。 






































                                                   
16 『宮本常一著作集』（51 巻＋別集 2 巻）、未来社、1967 年～。 
17 佐野眞一[1996]、前掲書。 
18 「（民俗学・随筆）宮本常一」『やまぐちの文学者たち』 



























収蔵庫は、耐火構造の地上 1 階、地下 1 階の造りになっている。地上 1 階には指定用具







                                                   
20 佐野眞一[1996]、前掲書。 



































～2004 年）を歴任し、紫綬褒章（1986 年）、紺綬褒章（88 年）、勲三等瑞宝章（2000 年）
を受章している。 
 1988年、出身地である東和町（現・周防大島町）の名誉町民に選ばれ、2008年に居住地





































                                                   
26 「星野哲郎」https://ja.wikipedia.org/wiki 星野哲郎 
27 「昭和偉人伝スペシャル 星野哲郎」BS 朝日、2016 年 9 月 7 日。 
28 聞き取りをふまえ、下記の資料に基づきまとめたのが、本章（5）である。 
藤井康弘編[2014]『島のジャム屋物語―瀬戸内の島とお寺とジャム』株式会社くるとん。 







































2007 年 3 月、島に移住 
同年 7 月、通年営業開始 
スタッフメンバー4 人 
契約農家：8 軒 
2016 年 4 月末、従業員 26 人 





















































































































































 周防大島町[2015.2]「（調査室レポート第 10 回）“ないないづくし”の移住定住促進―「も
てなさない」「補助金を出さない」「数字を追いかけない」」。 
 周防大島町定住促進協議会「島時々半島ツアー（2015 年 10/31～11/1）」 
23 







移住フェアとしては、ふるさと回帰フェアを東京と大阪で開催し、2010～14 年の 5 年間
に大阪 71名、東京 133名の参加を得ている。中四国共同フェア（大阪）に 3年間で 42名、













2010年 2011年 2012年 2013年 2014年





2012年 2013年 2014年 2015年 2016年
初夏 13 16 9 8
秋 15 17 11 4










































 空き家バンクの仕組みは、図表 5 のようになっている。空き家所有者から町へ提供の申
し込みを受ける（①）。町から登記関係を確認後、宅建業協会へ調査を依頼する（②）。宅













































 2002～2014 年の 13 年間で、空き家の調査件数 80 件・うち登録件数 47 件となっており、














 2008 年度から 5 年間、大島商船高等専門学校が文部科学省の委託を受けて産公学連携の
もと、「山海空コラボレーションみかん島再生クルー（通称：島スクエア）」に取り組んだ。
年度 調査件数 登録件数 年度 移住実績 相談件数
2002 15 9 2007 2 ー
2003 10 10 2008 4 32
2004 1 1 2009 1 75
2005 3 3 2010 4 58
2006 1 1 2011 3 57
2007 8 3 2012 4 51
2008 3 1 2013 3 49
2009 3 1 2014 2 82


























 周防大島町は、「都会から Iターンしてきた若者が 6次産業化に取り組む」などしており、
「平成 21年度には、ついに町の人口が社会増に転じる」など、若者を中心とした田園回帰

































                                                   
32 本節（6.2）は、くるとん編[2015]（前掲誌）に基づき、まとめたものである。 
（A） 出生 死亡 転入 転出
年 総数 男 女 総数 総数 総数 総数 男 女 総数 総数
2000 -364 -118 -246 -337 116 453 -27 36 -63 887 914
2001 -369 -171 -198 -380 111 491 11 15 -4 881 870
2002 -232 -94 -138 -340 97 437 108 63 45 899 791
2003 -365 -130 -235 -350 87 437 -15 34 -49 836 851
2004 -313 -112 -201 -382 95 477 69 58 11 744 675
2005 -409 -176 -233 -368 73 441 -41 -5 -36 548 589
2006 -490 -228 -262 -369 84 453 -121 -36 -85 630 751
2007 -436 -203 -233 -396 81 477 -40 -12 -28 629 669
2008 -504 -244 -260 -419 65 484 -85 -34 -51 592 677
2009 -361 -151 -210 -339 77 416 -22 14 -36 619 641
2010 -408 -169 -240 -394 75 469 -14 9 -23 573 587
2011 -438 -174 -274 -434 69 503 -4 45 -49 588 592
2012 -359 -130 -229 -378 70 448 19 29 -10 577 558
2013 -414 -160 -254 -437 62 499 23 37 -14 631 608
2014 -458 -199 -259 -378 73 451 -80 -31 -49 553 633












































































































 島に住み着いて 3 年後に突如やってきたのが、タコの豊漁である。まとまったお金が入
るや、「自分でやるしかない」と一念発起する。軽トラを購入し、移動販売車に仕立てた。
魚の仕入れ先や販売方法など問題は山積みのなか、2015 年 1 月、「走る魚市」が動き出す。 






































































・益田勝実[2006]『説話文学と絵巻ほか 益田勝実の仕事 1』ちくま学芸文庫。 
・宮本常一[1960]『忘れられた日本人』未来社（再刊、岩波書店、1984年）。 
・宮本常一[1963]「ご一新のあとがき」『宮本常一』筑摩書房、2008年。 
・宮本常一『宮本常一著作集』（51巻＋別集 2 巻）、未来社、1967年～。 
・宮本常一[2008]『宮本常一』筑摩書房。 




















・瀬戸内 Jam’s Garden（手づくりジャム専門店）「ようこそ島のジャム屋へ」。 





・「瀬戸内のハワイ 周防大島（GUIDE MAP）」。 
・山口県立周防大島高等学校「福祉専攻科（高校卒業者対象・2 年制）平成 28 年 4 月スタ
ート」。 
・周防大島町社会教育施設連携協議会「あそぶ・まなぶ・語る」2015年 8月号。 































2 「準強姦事件」（2016 年 3月 13 日未明）からみる米軍基地の経済への影響 








 『琉球新報』2016年3月15日付は社説「米兵女性暴行 兵員削減しかない 許しがたい蛮
                                                   
34http://www.pref.okinawa.jp/site/kikaku/chiikirito/ritoshinko/documents/prefaceh






























                                                   
35 http://ryukyushimpo.jp/editorial/entry-238863.html（2016年 11月 24日段階） 
36 http://tamutamu2011.kuronowish.com/nahaikensyo160317.htm#kougi（2016年 11月 24
日段階） 
37 http://www.chatan.jp/yakuba/DAT/LIB/WEB/31/hatugi0506No2.pdf（2016年 11月 24日
段階） 




 2016 年 3 月、筆者は普天間基地のある宜野湾市を訪れ、担当者に話を伺った。基地の存


























                                                   




















                                                   
42 前泊博盛「基地と経済」前田哲男・林博史・我部政明『〈沖縄〉基地問題を知る辞典』（吉
川弘文館、2013年）76頁。 
43 前泊博盛『沖縄と米軍基地』（角川書店、2011 年）150頁。 
図1 在沖米軍基地返還後の経済効果 
 
 項目 返還前 変換後 倍率 
那覇新都心地区 所得誘発額 17億円 412億円 24倍 
（1987年返還） 雇用者実数 168人 15560人 93倍 
 税収効果 6億円 199億円 31倍 
小禄金城地区 所得誘発額 9億円 121億円 13倍 
（1986年返還） 雇用者実数 159人 4636人 29倍 
 税収効果 1億5000万円 59億円 36倍 
桑江・北前地区 所得誘発額 9000万円 83億円 83倍 
（1981年返還） 雇用者実数 0人 3368人 皆増 





項目 返還前 返還後 倍率 
所得誘発額 35億円 928億円 26倍 
誘発雇用人数 1074人 34093人 32倍 






























                                                   
44 『日経新聞』2016年 4月 14日付（電子版）
http://www.nikkei.com/news/print-article/?R_FLG=0&bf=0&ng=DGXLASDG13H99_U6A410C1



























1 はじめに （司会） 
 小論（「周防大島の風土・産業・文化と地域再生」）は 2015 年 9 月 7－9 日の見学調査を










2 離島研究からみた 3 つの論点と課題 （榎澤幸弘） 
2.1 はじめに 
周防大島町は、2015 年 10月 1 日現在 17199 人（男性 7844人・女性 9355 人、8038世帯）
と、高齢化率の増加や過疎化などで住民数が 1000人を切る離島が日本国内で増えている中
で、現在の人口数だけを見ると、安定的な状態を保っているように見受けられる。しかし、








                                                   


















併を議論するために 2002年 10月 10日に設置された大島郡合併協議会のホームページ内に






















52 十名論文、3 頁。 
53 山口県『山口県離島振興計画』（2013） 
42 




















3 移住を促す人材育成と移住者へのサポートのあり方 （佐々木健吾） 
3.1 はじめに 





















































3.3 瀬戸内 Jam’s Garden & Farm でのヒアリングにおける幾つかの論点 
6 次産業の安定事業としてのモデルについて 
先述の①と同様に、瀬戸内 Jam’s Garden & Farmの成功事例は十名執筆担当分にまとめ






































 十名論文において中心的な内容となるのは第 5 節と 6 節である。これらの節から「瀬戸









































周防大島のデータを見てみると、次のようになっていた（データは 2007 年と 2014 年の 2
時点の比較である）。 
 
図 1 市町村データ：経済変数 
 
事業所数 従業者数 現金給与総額 原材料使用額等 '製造品出荷額等 粗付加価値額 
2007 2014 2007 2014 2007 2014 2007 2014 2007 2014 2007 2014 















































  1. 島外からの引き合いが絶えない資源・商品がある。 
 2. 多くの観光客が来訪する観光資源（伝統文化・自然やイベント）がある。 















































































































































































る。国立社会保障・人口問題研究所の推計によれば、今後 50 年で、現在の 1 億 2000 万人
程度の人口が 8500万人程にまで減少するという。さらにこれに追い打ちをかける形で、地
方圏から都市圏への若者の人口流出が加速化しており、特に人口規模が小さい市町村ほど、
急激な人口減少に直面している。現状のまま人口減少が進めば、2040年までに約半数の 896
市町村が消滅する恐れがあることが、2014 年の日本創生会議人口減少問題検討分科会によ
り公表されたことは、まだ記憶に新しい（いわゆる増田レポート）。その人口減少による消
滅危機の矢面に立っている離島を研究の対象にすることで、今後、本土の多くの市町村が
直面するであろう消滅危機にどう立ち向かうかについての道標が得られるかもしれない。
これが、産業・地域システム研究会が離島研究に力を注いでいる理由の一つとなっている。 
 
 筆者が編集作業を担ったのは前回の報告書に続き、今回が二回目になる。今年度も筆者
は離島への現地調査に同行することができなかったが、他のメンバーの現地調査の報告を
聞くことで、離島が抱える問題や苦闘、そして挑戦などについてリアリティを持った情報
共有ができたように思う。今回、グループのメンバーが訪れたのは、周防大島と沖縄本島
である。前者に関しては十名論文がまとめており、後者については飯島論文が分析対象と
している。 
 
 国内外問わず、あらゆる地域は、現在に至るまでどのような苦難に直面したか、それを
どう乗り越えてきたか、どんな良い時代を経験したか、そして今をその地の人々がどう生
きているかなど、様々なドラマを持っている。十名教授の研究は、その地の風土・文化・
産業、あらゆる面から眺め、把握して、その地が持つドラマを描写し、ヒアリング調査を
通じて、その地に住む人々が何を考え、どのように今を生きているのかを、臨場感を持っ
て描き出す。今回、その十名論文が分析対象としたのは周防大島である。 
 
 詳細は本文を読んで頂ければ分かるため、ここでは深くは立ち入らないが、十名論文は、
人口減少による消滅危機に直面している国内の市町村が今後目指すべき姿の道標となりう
る周防大島の取組みを見出しただけでなく、その取組みに携わる人々が、今に至るまでに
どのような苦難を抱え、どのように乗り越えてきたかをヒアリング調査により引き出すこ
とで、他の市町村が同取組みを実践した場合に直面するであろう課題を具体的に提示する
ことに成功している。この十名論文で得られた成果は、今後、地方創生を考える上で、大
きなヒントになると期待している。 
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 今回の報告書で挙げられたもう一本の論文は沖縄を分析対象とした飯島論文である。こ
の沖縄は他の離島が直面する人口減少による消滅危機問題とは異なる大きな問題を抱えて
いる。それは米軍基地問題である。この問題については政治的観点から非常に多くの議論
がなされているが、飯島論文は政治的観点を敢えて伏せて、経済的観点からこの問題、具
体的には米軍基地の必要性を評価している点において、他と一線を画している。そこで、
得られた結論は、沖縄は米軍基地があることで経済的恩恵を受けているという一般的な認
識を、客観的な事実とデータを根拠して見事に覆す、実に爽快なものである。この飯島論
文で得られた結果は、沖縄の米軍基地問題を改めて考え直すきっかけを私たちに与えてく
れるだろう。 
 
 場所が違えば、直面する問題も異なる。離島についても然りである。常にマイノリティ
として扱われ、軽視される傾向がある離島が抱える問題。実はその問題こそが、将来の日
本を考える上で、私たちが真剣に取り組まなければならない問題であるのかもしれない。
これまで離島研究に携わってきた研究会メンバーの研究成果を眺めてみると、今はそう思
えてならない。 
 
（秋山 太郎） 
